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一　

山
岸
文
庫
本
の
識
語

実
践
女
子
大
学
図
書
館
に
蔵
す
る
山
岸
文
庫
に
つ
い
て
は
、
中
古

中
世
、
近
世
漢
文
学
に
い
た
る
ま
で
当
該
の
研
究
者
に
は
周
知
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
来
訪
、
調
査
を

し
て
き
た
と
お
ぼ
し
い
が
、
い
ま
だ
蔵
書
目
録
が
な
い
た
め
に
、
外

部
の
方
々
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
学
内
部
の
職
員
で
す
ら
十
全
に

活
用
で
き
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
。

稿
者
が
実
践
女
子
大
学
に
赴
任
し
て
間
も
な
く
、
常
磐
松
文
庫
の

方
の
調
査
整
理
の
声
が
か
か
っ
た
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が

あ
っ
て
、
ひ
と
夏
の
作
業
だ
け
で
頓
挫
し
た
。
の
ち
、
物
語
部
を
中

心
と
す
る
小
規
模
な
黒
川
文
庫
を
優
先
し
て
整
理
を
す
す
め
、
か
ろ

う
じ
て
『
黒
川
文
庫
目
録
〔
新
版
〕』（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研

究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月
刊
）
を
公
刊
し
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な

い
と
は
い
え
、
一
定
程
度
の
専
門
的
な
需
要
に
は
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
順
番
か
ら
い
え
ば
次
は
山
岸
文
庫
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
前
に
整
理
し
て
お
き
た
い
問
題
が
あ
っ
た
。

山
岸
文
庫
本
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の
書
冊
に
山
岸
博

士
に
よ
る
識
語
・
覚
書
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
当
該
書
の
購
入
の
記

録
で
あ
っ
た
り
、
当
該
書
の
諸
本
に
つ
い
て
の
メ
モ
で
あ
っ
た
り
、

当
該
書
を
入
手
し
た
こ
ろ
の
所
感
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
ら
は
多
岐
に

わ
た
る
。
一
学
究
の
研
究
の
記
録
と
い
う
だ
け
で
も
興
味
が
尽
き
な

い
が
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
総
合
す

れ
ば
、
お
の
ず
と
昭
和
と
い
う
時
代
の

―
一
部
大
正
年
間
も
含
ま

れ
る
が

―
国
文
学
研
究
史
の
趣
を
呈
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
と
い
う
多
難
な
時
期
に

山
岸
徳
平
博
士
の
現
写
本
考

― 
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
本
識
語
編
年
資
料
か
ら 

―
横　

井　
　

孝
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は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〔
明 
・
王
穉
登
／
田
中
蘭
陵
（
良
暢
）
編
『
謀
野
集
刪
』
享
保

二
〇
年
植
村
藤
右
衞
門
ほ
か
版
〕（
蔵
書
リ
ス
ト
番
号

四
六
八
〇
）

昭
和
廿
年
五
月
十
二
日
於
東
横
求
之

四
月
十
三
日
空
襲
戰
災
焼
失

不
残
一
物
云

云
既
経
一
ヶ
月
矣　

岸
廼
舎

〔『
文
久
雑
話
』
文
久
二
年
写
〕（
三
一
九
四
）

蕭
々
雨
何
情　

災
後
九
旬
夢
未
醒

昭
和
廿
年
七
月
十
一
日
岸
廼
舎

〔『
熊
谷
道
行
』
天
保
八
年
写
〕（
一
二
九
〇
）

昭
和
廿
年
八
月
九
日
東
横
階
下
に
て

脱
脂
大
豆
米
飯
近
来
損
膓
胃　

岸
廼
舎　
　

〔『
富
士
の
人
穴
草
子
』
天
保
四
年
写
〕（
一
二
九
五
）

昭
和
廿
年
南
呂
九
於
東
横
階
下
求
之　

岸
廼
舎
識

近
来
体
力
気
力
稍
消
沈　

余
戦
災
後
財
貨
書
籍
在
家
者

悉
皆
皈
烏
有
心
尚
不
平
静 

加
之
高
田
本
町
僑
居
却
多
俗
臭
云

云

官
舎
却
仙
境
也

　

こ
れ
ら
は
同
年
付
の
記
録
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
特
に
三
月
か

ら
五
月
に
か
け
て
米
軍
に
よ
る
大
規
模
な
空
襲
が
集
中
し
て
お
り
、

三
月
一
〇
日
未
明
の
下
町
空
襲
が
有
名
だ
が
、
山
岸
（
以
下
、
敬
称

略
）
が
被
災
し
た
四
月
一
三
日
、
さ
ら
に
翌
々
日
一
五
日
も
大
規
模

な
被
害
を
も
た
ら
空
襲
で
あ
っ
た（

１
）。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
蒐
書
に
は
げ
ん
で
い
る
日
常
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
一
方
で
、
齢
五
〇
を
越
え
て
い
た
山
岸
が
ど
の
よ
う
な
感
慨

を
持
っ
て
い
た
の
か
、
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

識
語
を
通
覧
し
て
ゆ
く
と
、

〔
田
中
犀
『
疂
辞
訓
解
』〕（
六
八
五
）

昭
和
八
年
八
月
南
呂
下
浣

於
新
宿
駅
頭
夜
露
店
求
焉

〔『
庭
訓
往
来
』〕（
七
五
二
）

昭
和
九
年
三
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　

岸
廼
舎

と
い
っ
た
入
手
状
況
を
記
録
し
た
メ
モ
程
度
の
も
の
の
比
率
が
は
る

か
に
大
き
い
。
そ
の
一
方
で
、た
と
え
ば
、東
北
大
狩
野
文
庫
本
『
夜

の
寝
覚
』
の
現
写
本
の
奥
に
「
昭
和
五
年
夷
則
中
浣
（
七
月
中
旬
）

借
覧
誂
人
書
写
焉
／
南
呂
上
浣
（
八
月
上
旬
）　

於
荒
井
僑
居
識
之
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／
岸
廼
舎
」
と
墨
書
し
た
次
に
、「
前
田
家
本　

三
巻
／
静
嘉
堂
本

　

五
巻
」
と
い
う
覚
書
を
記
す
例
が
あ
る
（〔
写
真
１
〕
参
照
）。
前

田
家
本
の
影
印
複
製
本
（
尊
経
閣
叢
刊
『
寝
覚
』）
が
刊
行
さ
れ
る

の
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、『
夜
の

寝
覚
』
諸
本
に
つ
い
て
の
知
見
と
し
て
は
、
か
な
り
早
い
時
期
の
も

の
と
い
え
る
。

【写真１】山岸文庫蔵『夜の寝覚』現写本識語

こ
れ
ら
の
例
は
、
ま
だ
ま
だ
氷
山
の
一
角
と
い
う
べ
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
現
写
本

の
場
合
は
、
書
き
込
み
に
心
理
的
負
担
が
少
な
い
せ
い
か
、
豊
富
な

情
報
を
盛
り
込
ん
だ
例
が
少
な
く
な
い
。〔
写
真
１
〕
は
、
む
し
ろ

寡
黙
な
方
で
あ
る
。
た
と
え
一
つ
一
つ
は
さ
さ
や
か
な
例
で
あ
り
、

片
々
た
る
言
及
の
一
端
で
し
か
な
か
ろ
う
と
も
、
右
に
の
べ
た
よ
う

に
、
総
体
と
し
て
は
興
味
深
い
「
記
録
」
で
あ
り
「
資
料
」
で
も
あ

り
、
か
つ
ま
た
浅
学
の
私
ど
も
の
「
教
材
」
で
も
あ
る
。
埋
没
さ
せ

る
に
は
惜
し
い
資
料
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

年
紀
の
記
載
の
あ
る
も
の
だ
け
で
も
相
当
な
例
が
あ
る
。
現
在
、

稿
者
は
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
た
編
年
に
し
た
資
料
を
作
成
し
つ
つ
あ

り
、
な
る
べ
く
近
い
将
来
に
お
お
や
け
に
し
て
識
者
の
批
正
を
仰
ぎ

た
い
と
願
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山

岸
文
庫
蔵
本
識
語
編
年
資
料
」
の
な
か
か
ら
、
特
に
現
写
本
の
そ
れ

を
中
心
に
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

二　

山
岸
文
庫
の
現
写
本

山
岸
徳
平
、
出
生
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）、
没
し
た
の
は

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）、享
年
九
五
（
数
え
齢
）。
略
年
譜
は
『
山

岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
集　

日
本
文
学
の
視
点
と
諸
相
』（
汲
古
書

院
、一
九
九
一
年
五
月
刊
）
巻
頭
に
三
谷
栄
一
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、

略
伝
に
つ
い
て
は
久
保
木
哲
夫
「
山
岸
徳
平

―
博
覧
強
記
の
人
」

が
あ
り（

２
）、

両
者
に
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、

氏
の
履
歴
等
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
に
譲
っ
て
、
深
く
は
詮
索
し
な
い

こ
と
に
し
た
い
。

右
に
引
い
た
よ
う
に
、
昭
和
二
〇
年
四
月
一
三
日
の
米
軍
機
に
よ
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る
空
襲
の
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
を
失
い
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
直
後
か
ら
孜
々
と
し
て
収
集
し
た
古
典
籍

は
、
そ
の
他
の
洋
装
本
の
一
部
と
と
も
に
実
践
女
子
大
学
図
書
館
に

移
さ
れ
、「
山
岸
文
庫
」
と
し
て
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た

―
と
い

う
こ
と
は
、
学
界
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

山
岸
文
庫
の
古
典
籍
の
う
ち
わ
け
は
、図
書
館
の
整
理
に
よ
れ
ば
、

以
下
の
と
お
り
（
図
書
館
事
務
・
大
塚
宏
昌
部
長
の
教
示
に
よ
る
）。

国
書
（
総
記
・
神
道
・
国
史
等
を
含
む
）……
…
三
八
六
五

漢
籍
（
経
書
・
儒
家
・
歴
史
等
を
含
む
）……
…　

八
〇
三

日
本
漢
詩
文
（
小
説
・
随
筆
等
を
含
む
）……
…
一
六
二
六

仏　

書　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

七
八
〇

　

計　
　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
〇
七
四

　

こ
の
数
字
は
点
数
・
部
数
で
あ
り
、
た
と
え
ば
『
湖
月
抄
』
の
類

は
、
仮
に
一
冊
の
端
本
で
も
六
〇
冊
揃
い
本
で
あ
っ
て
も
「
各
一
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
識
語
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
山
岸
が
購
入
し

た
り
譲
り
受
け
た
り
、
あ
る
い
は
借
覧
し
た
本
を
新
写
し
た
り
し
て

形
成
し
た
数
値
で
あ
る
。

「
国
書
」
の
点
数
は
、
さ
す
が
に
国
文
学
者
の
蔵
書
の
名
に
恥
じ

な
い
数
値
で
は
あ
る
が
、
重
要
文
化
財
・
寂
恵
本
『
拾
遺
和
歌
集
』

や
明
融
本
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
貴
重
書
、
図
書
館
の
い
わ
ゆ
る
別

置
本
を
含
む
も
の
の
、
日
本
の
儒
家
の
著
書
・
神
道
書
・
仏
書
・
国

史
・
諸
芸
・
政
治
経
済
・
地
理
・
総
記
な
ど
を
揃
え
て
お
り
、
総
体

と
し
て
は
「
国
文
学
」
の
み
に
偏
す
る
も
の
で
は
な
い
。
山
岸
の
関

心
の
ひ
ろ
さ
、
目
配
り
の
よ
さ
を
痛
感
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
貫
と
し
て
の
研
究
対
象
収
集
の
意
識
は
鞏
固
と
し
て

あ
り
、
主
要
伝
本
を
新
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
集
し
た
作
品
は
中

古
中
世
の
文
学
に
集
中
し
て
い
る
。
目
に
つ
く
と
こ
ろ
だ
け
で
も
、

『
源
氏
物
語
』『
住
吉
物
語
』『
小
夜
衣
』『
松
浦
宮
物
語
』『
海
人

の
刈
藻
』
な
ど
の
物
語
類

『
源
氏
釈
』『
狭
衣
下
紐
』
な
ど
の
注
釈

『
蜻
蛉
日
記
』『
た
ま
き
は
る
』『
と
は
ず
が
た
り
』『
枕
草
子
』
な

ど
の
日
記
類

『
平
治
物
語
』『
義
経
記
』『
曽
我
物
語
』
等
の
軍
記

『
古
今
集
』『
寛
平
御
時
中
宮
歌
合
』『
風
葉
集
』
等
々
の
歌
集

『
蒙
求
』『
作
文
大
躰
』『
文
鳳
抄
』
な
ど
の
漢
籍
類

な
ど
、
こ
れ
も
広
範
に
わ
た
り
、
主
要
な
作
品
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

『
夜
の
寝
覚
』
東
北
帝
大
本
の
よ
う
な
、
当
該
作
品
の
な
か
で
も
重

要
な
伝
本
を
書
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
の
基
盤
と
し
て
い
る

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
こ
ろ
み
に
池
田
亀
鑑
の
蔵
書
を
ま
と
め
た
『
桃
園
文
庫
目
録
』

（
東
海
大
学
付
属
図
書
館
、
一
九
八
六
年
三
月
～
二
〇
一
三
年
五
月

刊
）
を
見
て
も
、
多
数
の
現
写
本
の
項
目
を
ひ
ろ
い
集
め
る
こ
と
が
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で
き
る
。
写
真
・
影
印
資
料
の
便
宜
の
と
ぼ
し
い
時
代
、
こ
う
し
た

現
写
本
を
作
成
し
て
手
も
と
に
置
き
、
研
究
の
便
宜
に
す
る
、
と
い

う
こ
と
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
も
常
識

的
な
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
山
岸
の
現
写
本
の
特
徴
は
、
そ
の
識
語
の
性
格
と
さ
ま

ざ
ま
な
書
き
込
み
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、山
岸
の「
生

活
」
と
「
研
究
」
を
あ
ざ
や
か
に
顕
現
す
る
資
料
と
し
て
、
読
み
解

か
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

た
と
え
ば
、桃
園
文
庫
本
の
現
写
本
（
請
求
番
号　

桃
六
・
九
）
は
、

『
目
録
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
薄
雲
の
巻
の
付
箋
に
、

保
坂
潤
治
氏
秘
蔵
本
薄
雲
槿　

表
紙　

紙
製　

金
泥
に
て
雲
の

中
よ
り
月
出
か
ゝ
り
下
部
に
す
す
き
藤
袴
な
と
か
ゝ
れ
た
り　

原
本
の
大
き
さ　

竪
五
寸
四
分
五
厘　

横
五
寸
二
分　

枡
形　

鳥
の
子
両
面
書　

胡
蝶
装　

原
本
の
本
文
御
子
左
大
納
言
為
氏

卿
筆　

奥
書
歌
一
首　

花
山
院
右
大
将
長
親
卿
筆

と
あ
る
由（

３
）。
池
田
亀
鑑
の
筆
跡
か
否
か
不
明
だ
が
、書
誌
を
記
し
た
、

意
味
の
簡
明
な
識
語
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
に
、山
岸
文
庫
の
「
源
氏
物
語　

蓬
生
関
屋
薄
雲
」

（
蔵
書
リ
ス
ト
番
号　

三
二
七
五
）に
は
、標
記
の
三
冊
分
を
合
綴
し
、

山
岸
に
よ
る
識
語
を
付
し
て
い
る
が
、
薄
雲
の
巻
の
奥
の
遊
紙
オ
モ

テ
に
、光

源
氏
物
語 

曼
珠
院
本 

三
巻　
　

借
覧

宮
田
氏
写
本　

誂
人
書
写
者
也

昭
和
六
年　

五
月
中
浣

　
　
　
　
　
　
　
　

岸
廼
舎
識

と
あ
っ
て
、
そ
の
面
は
余
白
と
な
り
、
そ
の
ウ
ラ
の
面
に
、

　
　
　

 （
三
字
破
損
）
宮
家
蔵
冬
良
奥
書
畊
雲
本
与
曼
珠

院
本
句
点
鉤
点
等
一
致
矣 

但
書
入
等
曼
珠

院
本
稍
多
歟 

引
歌
無
異
同
也

（
二
行
分
程
空
白
）

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
六
日
訪
京
都
博
物
館
而
参
観

厳
島
神
社
蔵
平
家
納
経
展　

以
序
閲
覧
同
館
寄

託
貴
重
本
矣　

曼
殊
院
蔵
畊
雲
源
氏
亦
其
一
也

曼
殊
院
本
大
型
三
冊
、
桐
箱
入 

横
二
十
六
糎 

縦
三
十
二
・
三
糎

外
橋
姫
巻
一
冊
枡
形
本
有
焉

と
墨
書
す
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
本
文
紙
が
尽
き
て
、
裏
表
紙
見
返

し
上
部
に
、
こ
の
識
語
の
下
書
き
と
お
ぼ
し
い
「
曼
珠
院
畊
雲
本
／

横
26
セ
ン
チ　

縦
（「
36
セ
ン
チ
」
ミ
セ
ケ
チ
）
32
・
３
セ
ン
チ
／

有
栖
川
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桐
箱
入
り
／
橋
姫
巻
―
曼
珠
院
」
な
ど
と
い
う
鉛
筆
書
き
が
あ
り
、

そ
の
下
部
に
も
、

畊
雲
本
朝
顔
一
冊

保
阪
潤
治
氏　

旧
蔵

日
本
文
学
辞
典
ニ
写
真
あ
り

今
行
ク
先
キ
不
知

　
　

昭
和
四
十
八
年
一
月
十
八
日
記
之

と
い
う
細
字
の
メ
モ
が
あ
る
（〔
写
真
２
〕
参
照
）。
伝
本
調
査
の
基

本
と
し
て
の
書
誌
の
記
載
は
当
然
と
し
て
も
、
そ
の
書
本
と
の
出
会

い
、
そ
の
後
の
情
報
な
ど
の
記
述
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
そ
こ
に
は
、

周
到
に
し
て
粘
り
強
く
あ
と
を
追
い
つ
づ
け
る
山
岸
の
姿
勢
を
示
し

て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

桃
園
文
庫
本
も
山
岸
文
庫
本
も
、
い
ず
れ
か
が
優
る
と
い
う
問
題

で
は
な
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

現
写
本
と
い
え
ば
、
鳳
来
寺
本
『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
に
、
現
在
で

は
桃
園
文
庫
の
そ
れ
に
よ
る
し
か
窺
う
す
べ
の
な
い
も
の
も
あ
る
一

方
で
、
い
わ
ば
ノ
ー
ト
の
ご
と
く
研
究
の
基
盤
と
し
て
の
現
写
本
も

あ
る
。
山
岸
博
士
に
よ
る
そ
れ
は
、
識
語
を
加
味
し
て
、
研
究
史
に

分
け
入
る
た
め
の
、い
わ
ば
小
さ
な
世
界
を
形
づ
く
る
も
の
と
し
て
、

概
観
す
る
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、
所
蔵
す
る
現
写
本
す
べ
て
を
通
観
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
以
下
は
、
そ
の

一
部
の
、
そ
れ
も
一
端
を
か
い
撫
で
す
る
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
く
。

【写真２】山岸文庫蔵『源氏物語』曼殊院本・現写本識語
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三　
『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
場
合

平
安
後
期
の
物
語
、
さ
ら
に
は
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
の
、
近
年
の

い
わ
ゆ
る
「
中
世
王
朝
物
語
」
で
は
、
研
究
者
層
は
い
た
っ
て
手
薄

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
『
い
は
で
し
の
ぶ
』
は
、

現
在
で
も
特
定
の
研
究
者
し
か
発
言
し
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
で
、
議
論
の
基
盤
で
あ
る
本
文
や
注
釈
が
ほ
と
ん
ど

お
お
や
け
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
障
害
と
し
て
あ
る
か
ら
だ
。
稿

者
も
専
門
外
な
が
ら
、
小
木
喬
『
い
は
で
し
の
ぶ
物
語　

本
文
と
研

究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
一
月
刊
）
が
現
在
公
刊
さ
れ
て
い

る
唯
一
の
専
門
書
と
い
っ
て
よ
い
は
ず
だ
。

『
い
は
で
し
の
ぶ
』は
、一
条
院
皇
子
の
内
大
臣
と
妻
の
一
品
の
宮
、

宮
の
父
・
今
上
白
河
帝
と
伏
見
入
道
の
姉
娘
、
内
大
臣
の
息
・
二
位

中
将
（
後
の
関
白
）
と
伏
見
入
道
の
妹
娘
と
い
う
男
女
の
関
係
が
入

り
乱
れ
、
そ
こ
に
二
位
中
将
と
伏
見
入
道
の
姉
妹
と
の
密
通
、
内
大

臣
の
子
が
白
河
帝
の
子
・
嵯
峨
帝
の
継
嗣
と
な
り
、
や
が
て
即
位
す

る

―
と
い
っ
た
、『
源
氏
』『
狭
衣
』
の
影
響
と
相
ま
っ
て
、
人
間

関
係
の
入
り
乱
れ
た
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

山
岸
文
庫
に
は
、
右
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
『
小
夜
衣
』『
松
浦
宮

物
語
』『
海
人
の
刈
藻
』
な
ど
の
鎌
倉
時
代
物
語
と
並
ん
で
、『
い
は

で
し
の
ぶ
』
の
現
写
本
（
蔵
書
リ
ス
ト
番
号　

三
三
三
六
）
を
蔵
す

る
。
略
書
誌
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　

写
本
、
一
冊
。

〔
表
紙
〕　

濃
紺
の
紙
表
紙
。

〔
寸
法
〕　

縦
二
七
・
三
㎝
、
横
一
九
・
七
㎝
。

〔
外
題 

・　

内
題
〕
表
紙
左
肩
に
銀
砂
子
散
ら
し
料
紙
の
題
簽
に

「
い
わ
て
し
の
ふ
」。
内
題
は
書
本
の
表
紙
題
簽
を
模
し
て

枠
を
描
き
「
い
わ
て
し
の
ふ
」
と
墨
書
。

〔
体
裁
〕　

袋
綴
。
一
面
九
行
書
。

〔
印
記 

〕　

表
紙
右
裾
と
題
簽
に
割
り
印
状
に「
山
岸
文
庫
」朱
印
。

本
文
第
一
丁
オ
モ
テ
右
裾
に
も
同
印
あ
り
。
本
文
末
尾
に

「
岸
廼
舎
蔵
」（
子
持
ち
郭
朱
印
）。
い
ず
れ
も
文
庫
の
蔵

書
印
と
し
て
通
常
用
い
ら
れ
た
も
の
。

　

奥
に
遊
紙
二
丁
を
お
き
、
そ
の
一
丁
目
ウ
ラ
か
ら
二
丁
目
オ
モ
テ

の
前
半
に
か
け
て
、
次
の
よ
う
に
墨
書
す
る
。

言
は
で
し
の
ぶ　

一
巻
、
京
大
蔵
本
也

昭
和
竜
集
庚
午
五
年
林
鐘
上
浣
誂
人
書
写
了

類
本
鮮
少
只　

見

蔵
前
田
侯 

三
条
西
伯
両
家　
蔵

各
一
本
蔵
而
已

　

昭
和
五
年
林
鐘
幾
望　

岸
廼
舎

前
田
本
一
巻　

巻
一
二　

一
冊

（
一
行
分
空
白
）

三
条
西
本

〃
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図
書
寮
本　
　
　
　
　
　
　
　

』

ま
ふ
→
も
ふ

わ
（
字
母
「
王
」）
→
は
（
字
母
「
者
」）

京
大
研
究
室
二
本
有

本
文
同
一
也
、

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
上
旬
、
人
に
書
写
を
委
ね
て
い
た

の
が
完
成
し
た
こ
と
、
前
田
・
三
条
西
の
両
家
に
一
本
ず
つ
し
か
蔵

し
て
い
な
い
、
稀
覯
の
書
だ
と
い
う
。
同
年
六
月
一
四
日
の
識
語
で

あ
る
。

右
の
識
語
の
う
ち
「 

』 

」
は
丁
移
り
を
示
す
（〔
写
真
３
〕
参
照
）。

【写真３】山岸文庫蔵『いはでしのぶ』現写本識語①
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と
こ
ろ
が
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、
山
岸
の
同
書
に
つ
い
て
の

関
心
は
と
だ
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
の
識
語
が
右
の
裏
面
に
続
く

〔
写
真
４
〕。

【写真４】�山岸文庫蔵『いはでしのぶ』現写本
識語②

昭
和
廿
五
年
十
月
廿
五
日
、
同
廿
九
日
、
於
京
大
国
文
研
↖

↙
究
室
校
訂

末
三
葉
未
了
至
黄
昏
云

云

昭
和
廿
六
年
三
月
一
日 

於
書
陵
寮マ
マ

見 

打
聞
記

0

0

0

写
一
冊

中
院
通
秀
記
録
也

文
明
十
五
年
九八

月
廿十

六
日
条
云

い
は
て
忍
物
語
上
中
下
、

上
中
下
三
巻
也
、

　

こ
の
よ
う
な
識
語
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）

に
京
大
本
を
書
写
し
た
だ
け
で
な
く
、そ
の
後
も
『
い
は
で
し
の
ぶ
』

へ
の
関
心
は
持
続
し
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
京
都
を
再
訪

し
た
山
岸
は
、
一
〇
月
二
五
日
（
水
）・
二
九
日
（
日
）
の
両
日
を

か
け
て
書
本
と
つ
き
あ
わ
せ
校
訂
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
書
陵
部
に
赴

い
た
際『
打
聞
記
』と
い
う
通
秀
の
日
記
の
文
明
一
五
年（
一
四
八
三
）

の
八
月
一
六
日
条
に
『
い
は
で
し
の
ぶ
』「
三
巻
」
の
記
録
を
見
つ

け
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

戦
争
を
挟
ん
で
の
混
乱
の
二
〇
年
余

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
を

購
入
し
、
上
記
の
よ
う
に
幅
の
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
に
つ
と

め
な
が
ら
も
意
識
を
拡
散
さ
せ
ず
、
各
書
目
へ
の
目
配
り
を
怠
ら
な

い
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
態
度
は
、
当
該
書

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
識
語
に
垣
間
見
る
範
囲
だ
け
で
も
、
ど

の
現
写
本
に
も
う
か
が
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
探
究
心
と
い
う
べ

き
か
、
研
究
者
と
し
て
の
資
質
と
い
う
べ
き
か
、
は
た
ま
た

―
言

葉
が
悪
く
て
恐
縮
で
は
あ
る
が

―
あ
る
種
の
「
執
念
」
で
も
い
う

べ
き
か
。
飽
き
っ
ぽ
く
愚
鈍
の
稿
者
に
と
っ
て
は
、
恐
れ
入
っ
た
持

続
力
と
い
う
ほ
か
な
い
。

当
該
物
語
の
完
本
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
小
木
喬
の
前
掲
書
に

〃
〃
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よ
れ
ば
、
伝
本
と
し
て
所
在
の
知
れ
て
い
る
諸
本
は
、
次
の
ご
と
く

だ
と
い
う
。

１　

前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

２　

京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
甲
本

３　

京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
乙
本

４　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

５　

大
洲
市
立
図
書
館
蔵
本

６　

三
条
西
家
蔵
本

…
…
１
の
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
、
２
の
京
都
大
学
国
語
学
国

文
学
研
究
室
蔵
甲
本
、
３
の
同
研
究
室
蔵
乙
本
、
以
上
の
三
本

は
同
系
統
の
本
で
、
巻
一
と
、
巻
二
の
約
三
分
の
一
の
本
文
を

有
し
て
い
る
。
…
…
４
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と
、
５
の
大
洲

市
立
図
書
館
蔵
本
は
、
巻
二
だ
け
の
本
で
あ
る
。

　

６
の
三
条
西
家
蔵
本
は
、
抜
書
で
あ
る
が
、
物
語
全
巻
に
わ

た
っ
て
い
る
の
で
、
物
語
の
全
貌
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
三
～
四
頁
）

　

山
岸
が
「
人
に
誂
」
え
て
書
写
せ
し
め
て
か
ら
八
〇
年
余
。
現
段

階
で
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
一
部
断
簡
状
に
な
っ
た
残
欠
本
が

発
見
さ
れ
た（

４
）の

が
追
加
さ
れ
る
程
度
。
調
査
も
研
究
も
、
山
岸
の
京

大
本
過
眼
の
こ
ろ
と
さ
ほ
ど
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
。
本

文
の
整
備
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

巻
一
の
冒
頭
、
東
宮
（
の
ち
の
嵯
峨
院
）
の
使
者
と
し
て
二
位
の

中
将
が
登
場
し
、
一
条
院
の
一
品
の
宮
の
も
と
に
和
歌
を
も
た
ら
す

場
面
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
「
何
事
の
せ
う
そ
こ
に
か
」
と
て
、
打
お
か
れ
た
る
を
取
て

見
給
へ
ば
、
く
れ
な
ひ
の
う
す
や
う
の
、
色
も
つ
や
も
な
べ
て

な
ら
ぬ
に
、

「
こ
ゝ
の
へ
の
匂
ひ
し
か
ひ
も
な
か
り
け
り
雲
井
の
桜

君
が
み
ぬ
ま
は

む
か
し
の
春
は
恋
し
う
こ
そ
」
と
、
寔
に
お
な
じ
御
心
な
る
べ

き
を
、「
あ
な
む
つ
か
し
の
御
物
い
ひ
や
」
と
打
つ
ぶ
や
き
給

へ
ば
、
中
将
の
ほ
ゝ
ゑ
み
つ
ゝ
み
や
り
給
へ
る
御
気
色
の
、
き

び
わ
成
べ
き
程
と
も
な
く
…
…（

５
）

　

小
木
喬
前
掲
書
（
以
下
、『
本
文
と
研
究
』
ま
た
は
『
本
文
』
と

略
称
す
る
）
は
、
京
大
甲
本
に
拠
り
な
が
ら
も
三
条
西
家
本
を
校
合

し
て
あ
る
の
で
、や
や
煩
雑
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
が
、『
物
語
集
成
』

と
同
一
の
底
本
で
あ
る
た
め
、右
の
一
節
は
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
い
。

こ
の
あ
た
り
を
山
岸
の
現
写
本
に
拠
っ
て
み
て
み
る
と
、〔
写
真

５
〕
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

写
真
の
左
側
の
丁
の
一
行
目
、「（
む
か
し
の
春
は
）』
へ
ひ
し
た
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こ
そ
と
ま
こ
と
に
…
…
」
と
読
め
る
が
、
意
味
が
通
ら
な
い
。
そ
こ

で
頭
書
や
傍
書
に
「
へ
ひ
」「
へ
ひ
し
くく

て

そ
こ
そ
」「
こ
ひ
し
く
」
と
草

体
の
訛
伝
の
由
来
を
遡
源
し
よ
う
す
る
、
試
行
錯
誤
の
墨
書
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
字
目
「
こ
」
の
二
筆
目
（
仮
名
の
場
合
、

一
画
二
画
と
数
え
な
い
ら
し
い（

６
））

と
二
字
目
「
ひ
」
の
字
母
「
飛
」

の
一
筆
目
も
し
く
は
三
筆
目
が
も
と
の
字
画
か
ら
離
脱
合
体
し
て

「
へ
ひ
」
と
い
う
奇
妙
な
表
記
に
な
っ
た
と
い
う
類
推
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
推
定
の
結
果
が
最
後
の
頭
書
に
あ
る
と
お
り
「
こ
ひ

志
く
」
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
見
た
よ
う
に
、『
物
語
集
成
』『
本
文
と
研
究
』

と
も
に
当
該
箇
所
を
「
恋
し
う
こ
そ
」
と
す
る
。
単
に
音
便
変
化
す

る
か
否
か
の
微
細
な
差
異
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
現
存
本
に
よ
る
校

訂
本
文
の
信
頼
性
を
考
え
る
う
え
で
、
山
岸
の
現
写
本
は
無
意
味
な

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
山
岸
は
「
人
に
誂
」
え
て
書
写
さ
せ
た
本

に
よ
っ
て
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、現
写
本
を
も
っ
て
「
勉
強
」

「
研
究
」
し
て
い
る
姿
な
の
で
あ
ろ
う
。

―
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら

が
よ
り
正
し
い
の
か
、
と
問
う
の
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
山
岸
に

と
っ
て
の
現
写
本
の
意
義
・
位
相
を
考
え
る
べ
き
な
の
だ
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、〔
写
真
５
〕
よ
り
も
現
写
本

の
一
九
丁
ウ
ラ
と
二
〇
丁
オ
モ
テ
の
見
開
き
で
あ
る
〔
写
真
６
〕
の

方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
同
じ
一
品
の
宮
が

白
河
帝
の
召
し
に
よ
っ
て
参
内
す
る
場
面
か
ら
、
五
月
五
日
の
御
遊

【写真５】山岸文庫蔵『いはでしのぶ』①
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の
様
子
に
い
た
る
場
面
の
一
部
。『
集
成
』一
七
〇
～
一
七
一
頁
、『
本

文
』
一
六
八
～
一
七
八
頁
の
本
文
に
相
当
す
る
。

写
真
で
は
分
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
鉛
筆
に
よ
っ
て
頭

書
・
傍
書
の
か
な
り
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
一
九
ウ
ラ
１
行
目
の
本

文
「
な
か
く×

な
り
」
は
「
か
（
可
）」
が
曖
昧
だ
と
い
う
の
か
、
×

印
を
付
し
て
、
頭
書
欄
外
に
「
な
か
く
な
り
」
と
鉛
筆
書
き
す
る
。

ま
た
同
じ
行
下
部
「
と
り
ゐ
て
ゝ
」
は
「
り
（
里
）」
の
字
体
が
や

や
不
自
然
な
の
に
対
し
て
、
右
傍
線
を
ほ
ど
こ
し
て
「
り
」
字
に
×

印
を
付
し
、「
登
里
ゐ
て

×ゝ

」
と
傍
書
し
て
い
る
。

２
行
末
の
「
と
の
た
ふ
へ
き
こ
ゑ
」
と
読
む
し
か
な
い
箇
所
に
も

傍
線
と
×
印
を
付
し
て
、「
と
の
ミ×

思
き
／
こ
ゑ
」と
頭
書
し
て
あ
る
。

８
行
末
「
と
け
か
ら
ぬ
」
に
も
傍
線
を
施
し
て
「
け
し
か
ら
ぬ
」
と

鉛
筆
書
き
す
る
。「
と
け
」
の
字
体
が
分
明
で
な
く
、「
け
」
に
重
ね

書
き
が
あ
る
た
め
の
校
訂
案
で
あ
ろ
う
。

二
〇
オ
モ
テ
の
１
行
目
末
の
「
な
か
ら
（
？
）
な
を
え
留
つ
ゐ
て

に
」
の
す
ぐ
右
側
に
「
な
か
ら
な
を
か
ゝ
留
つ
ゐ
て
に
」
と
、
こ
れ

も
鉛
筆
書
き
。
こ
の
他
に
も
２
行
目
「
た
＊
＊
御
け
＊
＊
き
」
に
対

す
る
頭
書
「
た
留
御
け
し
記
」、７
行
末
「
心
を
な
る
」
に
対
す
る
「
心

こ
と
な
る
」（「
こ
と
」
は
合
字
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
現
写
本
本
文
の

不
通
の
箇
所
に
校
訂
を
施
し
た
書
き
入
れ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
書
き
入
れ
は
、
現
写
本
を
「
読
め
る
テ
キ
ス
ト
」
に
す

る
た
め
の
作
業
の
過
程
、
山
岸
の
研
究
ぶ
り
を
示
す
素
材
な
の
で
あ

る
。
書
本
が
存
在
す
る
と
は
い
え
、
右
に
例
示
し
た
ご
と
く
、
こ
れ

は
こ
れ
で
山
岸
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
（original

）
な
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
存
在
意
義
の
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

【写真６】山岸文庫蔵『いはでしのぶ』②
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四　
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
場
合

山
岸
博
士
の
業
績
の
な
か
で
も
、
中
世
日
記
文
学
『
と
は
ず
が
た

り
』
の
発
掘
・
紹
介
の
功
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
で
こ
そ

中
世
日
記
文
学
の
代
表
的
作
品
と
し
て
、
古
典
校
注
の
叢
書
に
は
か

な
ら
ず
そ
の
一
角
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、
山
岸
が
「
昭
和

十
三
年
の
冬
頃
」
に
「
図
書
寮
の
図
書
目
録
」
の
「
日
本
文
学
中
の

日
記
・
紀
行
の
部
に
、「
と
は
ず
が
た
り
」
が
収
載
せ
ら
れ
て
あ
る
」

中
か
ら
発
掘
し
た
経
緯
は
、
山
岸
の
回
想
の
一
文
に
よ
る
子
引
き
孫

引
き
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

山
岸
が
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
直
接
言
及
し
た
、
主
な
も
の
は
次

の
三
編
。

①
「
と
は
ず
が
た
り
覚
書
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
一
七
巻
一
〇

号
、
一
九
四
〇
年
九
月
）

②
「
解
題
」（
桂
宮
本
叢
書
・
第
一
五
巻
『
と
は
ず
が
た
り
』
養

徳
社
、
一
九
五
〇
年
三
月
刊
、
所
収
）

③「
と
は
ず
が
た
り
の
思
出
」（
日
本
古
典
全
書『
と
は
ず
が
た
り
』

月
報
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
一
一
月
）

い
ず
れ
も
著
作
集（

７
）に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
の
③
に
は
、

現
写
本
を
作
成
す
る
い
き
さ
つ
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

私
は
そ
の
名
称
が
「
地
理
関
係
の
書
と
し
て
は
変
だ
」
と
考
へ
、

何
気
な
く
閲
覧
し
た
。
…
…
さ
て
閲
覧
し
出
す
と
、
日
記
の
類

で
あ
る
。
蜻
蛉
日
記
や
更
級
日
記
に
類
す
る
紀
行
も
あ
る
。「
こ

れ
は
、
国
文
学
の
珍
貴
な
文
献
だ
」
と
驚
喜
し
「
熟
読
す
べ
き

で
あ
る
」
と
、
早
速
借
覧
し
た
。
借
覧
の
序
に
、
い
ち
早
く
書

写
さ
せ
て
貰
つ
た
。
五
冊
の
書
写
は
、
相
当
の
時
間
を
必
要
と

す
る
と
思
つ
た
が
、
自
分
の
手
で
努
力
し
つ
つ
、
早
急
に
書
写

の
功
を
終
つ
た
。
そ
れ
か
ら
製
本
し
て
熟
読
を
始
め
た
が
、
句

読
点
も
な
く
、
又
、
仏
典
の
本
文
が
、
字
音
の
ま
ま
仮
名
書
き

に
せ
ら
れ
て
居
る
部
分
な
ど
に
は
、
大
変
に
困
却
し
た
。
そ
れ

で
も
、
内
容
が
豊
富
で
あ
り
、
紀
行
も
地
域
的
に
広
範
囲
で
あ

り
、
興
味
が
尽
き
な
か
つ
た
。

（
著
作
集
、
三
七
〇
頁
）

　

そ
の
「
熟
読
」
を
支
え
た
現
写
本
が
、
現
在
山
岸
文
庫
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。『
と
は
ず
が
た
り
』（
蔵
書
番
号
三
五
一
六
）
が
そ
れ
で

あ
る
。
略
書
誌
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

写
本
、
三
冊
、
一
帙
。

〔
表
紙
〕　

渋
引
紙
表
紙
。

〔
寸
法
〕　

縦
二
七
・
五
㎝
、
横
一
九
・
五
㎝
。

〔
外
題 
・　

内
題
〕　

表
紙
左
肩
に
無
地
の
題
簽
に
「
と
は
す
か

た
り　

上
（
中
・
下
）」。
内
題
は
書
本
題
簽
を
模
し
て
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枠
を
描
き
「
と
は
す
か
た
り
一
（
～
五
）」
と
墨
書
。

〔
体
裁
〕 　

袋
綴
。
一
面
一
一
行
書
。

▼
上 

冊
…
…
巻
一
・
二
所
収
。
巻
一
＝
四
九
丁
、
巻
二

＝
四
四
丁
。

▼
中 
冊
…
…
同
、
巻
三
・
四
所
収
。
巻
三
＝
四
五
丁
、

巻
四
＝
三
八
丁
、
後
遊
紙
二
丁
。

▼
下 

冊
…
…
同
、
巻
五
所
収
。
前
遊
紙
一
丁
、
巻
五
＝

三
四
丁
。

〔
印
記
〕 　

表
紙
右
裾
に
「
山
岸
文
庫
」
子
持
ち
罫
朱
印
。
前
遊

紙
・
本
文
第
一
丁
オ
モ
テ
右
裾
に
も
同
印
あ
り
。
帙
に

も
同
印
。
さ
ら
に
帙
の
裏
に
も
青
イ
ン
ク
で
同
印
を
押

す
。
文
庫
の
蔵
書
印
と
し
て
最
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た

も
の
。

〔
備
考
〕 　

帙
裏
に
「
山
岸
徳
平
先
生　

御
直
写
の
／
〃
と
は
す

が
た
り
〃　

を
お
貸
し
頂
い
た
／
ご
芳
情
ニ
粗
帙
を
作
り

感
謝
の
心
と
致
し
ま
す
／
昭
和
四
十
一
年
七
月
卅
一
日

／
全
釈
刊
行
の
日
に
／
／
呉
竹
同
文
会
／
水
川　

喜
夫

／
和
田　

久
／
杭
迫　

晴
司
／
倉
本　

光
雄
」
と
墨
書

す
る
。

　

書
陵
部
の
書
本
は
五
巻
五
冊
あ
る
の
を
三
冊
に
仕
立
て
た
現
写

本
。
書
陵
部
本
は
影
印
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
、比
較
し
や
す
い
。

そ
れ
を
見
る
に
、
書
体
も
字
母
も
そ
の
ま
ま
書
写
し
て
お
り
、
定
家

本
に
よ
く
あ
る
よ
う
な
「
一
字
も
違
へ
ず
書
写
」
し
た
本
で
あ
る
。

『
と
は
ず
が
た
り
』
は
、
現
在
「
外
題
が
霊
元
天
皇
宸
翰
で
あ
る

か
ら
、
元
禄
以
前
の
も
の（

７
）」

と
い
わ
れ
る
近
世
書
写
の
一
本
し
か
伝

存
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
天
下
の
孤
本
で
あ
る
。
小
松
茂
美
に
よ
る
伝

九
条
兼
実
筆
の
巻
二
の
断
簡
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
し
、近
年
、

田
中
登
に
よ
っ
て
、
伝
西
行
筆
の
異
文
を
伝
存
す
る
古
筆
切
が
発
見

さ
れ
た（

８
）。
い
ず
れ
も
ご
く
貴
重
な
発
見
で
は
あ
っ
た
が
、
冊
子
体
と

し
て
は
、
相
変
わ
ら
ず
書
陵
部
蔵
本
が
唯
一
の
存
在
な
の
で
あ
る
。

山
岸
が
、
該
書
を
書
陵
部
の
一
角
に
見
出
し
、「
こ
れ
は
、
国
文

学
の
珍
貴
な
文
献
だ
」
と
驚
喜
し
た
様
子
は
、
そ
こ
で
借
覧
し
作
成

し
た
現
写
本
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
上
中
下
三
冊
の
末
尾
は
も
と

よ
り
、
書
本
五
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
あ
た
る
部
分
に
、
異
例
な

多
量
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
そ
の
す
べ
て
を

引
い
て
お
こ
う
。

　

上
冊
（
巻
一
末
尾
遊
紙
）

昭
和
十
五
年
夷
則
二
十
二
登
不
二
山
翌
日
下
山

又
同
廿
一
日
静
岡
県
大
宮
町
挙
行
強
歩
鍛
錬
会
矣
読
売

新
聞
社
主
催
也　

余
与
金
栗
氏
受
諾
招
請
為
講
師
同

月
廿
六
日
午
前
登
山
午
後
下
御
殿
場　

而
廿
七
日
皈
京

廿
九
日
一
読
開
始
、
悪
筆
書
写
多
誤
字
難
読
云

云
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廿
九
日
午
後
一
時
於
研
究
室
識
之
畢

八
月
三
日
更
朱
省
有
用　

八
月
四
日
来
客
多
々
遂
痢
病

八
月
五
日
一
日
休
臥
、　

八
月
六
日
校
訂 

』

作
者
、

雅
忠
女
三
条
歟　

 

八
月
九
日
（「
此
」
補
入
）
巻
読
校
↖ 

↙
了　

夜
雨
降
冷
気
如
秋 

七
時
廿
五
分
於
研
究
（「
室
」
脱
カ
）
↖ 

↙
識
之

　

上
冊
（
巻
二
末
尾
遊
紙
）

八
月
十
（「
九
」
に
重
書
）
日
十
一
日
以
図
書
寮
（「
本
」
↖

↙
補
入
）
一
読
了

巻
二
ノ
後
ニ
秋
冬
の
事
な
し　

尚
一
巻
あ
る
へ
き
に
や

昭
和
十
六
年
五
月
九
日
夜
、
大
事
に
や
み
て
ヨ
リ
校
訂

校
訂
困
難　

不
知
文
字
者
書
写
焉
云

云

翌
十
日
於
研
究
室
校
了　

夜
七
時
四
十
分
也

（
以
下
朱
筆
）
原
本
速
筆
也
故
却
多
誤
字
歟

　

中
冊
（
巻
三
末
尾
遊
紙
）

昭
和
十
六
年
五
月
十
三
日　

二
月
十
八
日
の
條
よ
り
校
訂
を
は

じ
む

十
四
日
夜
於
研
究
室
校
訂　

十
一
月
廿
五
日
の
あ
た
り
ま
で

十
五
日
午
後
三
時
一
校
了　

今
日
図
書
寮
へ
返
却

不
可
能
な
り　

乃
ち
電
話
す

　

中
冊
（
巻
四
末
尾
遊
紙
）

巻
四昭

和
十
六
年
五
月
十
五
（「
四
」
に
重
ね
書
き
）
日
校
訂
↖

↙
を
は
し
む
研
究
室
に
て

午
後
六
時
な
り
。

夜
少
々
校
訂

昭
和
十
六
年
五
月
十
六
日
朝
校
訂
於
拙
宅

　
　
　
　
　
　
　

仝
学
（「
習
」
補
入
）
院

　
　
　
　
　
　
　

夜
於
拙
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
時
半
一
校
了

五
月
蕤
賓
夜
気
涼

身
世
怱
忙
吾
自
老

常
転
差
眸
対
俗
人

歳
事
流
水
（「
水
流
」
と
読
む
べ
き
転
倒
符
あ
り
） 

』

　

中
冊
奥

と
は
す
か
た
り　

五
冊　

図
書
寮
本
也

昭
和
十
四
年
秋
十
一
月
借
覧
之
序
嘱
人

書
写
者
也　

従
来
不
知
之
本
也
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九
月
十
六
日
始
校
訂
、
尓
後
得
少
閑
時
々
加
校
訂
之
筆

　

下
冊
奥
（
巻
五
末
尾
遊
紙
）

巻
五
一
冊
八
月
十
日
朝
於
研
究
室
読
了

以
図
書
寮
本
読
聊
書
込
焉
云
云
（
以
上
朱
書
）

首
尾
一
貫
、
巻
五
是
巻
尾
云

云

奥
書
有
之
否
乎 

無
類
本
不
可
校
訂
也

　
　

八
月
十
日
午
後
一
時
四
十
分
記
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
廼
舎 

』

と
は
す
か
た
り　

五
冊　

図
書
寮
本
也

題
簽　

霊
元
天
皇
御
宸
筆
云

云

昭
和
十
四
年
十
一
月
借
覧
之
序
令
人
書
写
者
也

悪
筆
人
書
写
字
体
不
似
于
原
本
而
誤
写
多

不
堪
読
困
却
々
々

昭
和
十
五
年
八
月
一
読
聊
直
付
者
也

巻
五八

月
十
九
日
午
後
二
時
一
校
訂
了　

誤
字
等
直
付
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　

於
荒
井
僑
居
識
之
／
岸
廼
舎

今
朝
久
曾
神
氏
来
訪　

未
刊
歌
集
（
私
家
集
）

平
安
時
代
六
巻
刊
行
云

云
件
談
合
了
、

山
岸
文
庫
の
現
写
本
に
は
概
し
て
長
文
の
識
語
が
付
せ
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
の
だ
が
、『
と
は
ず
が
た
り
』
の
場
合
は
、
そ
の

詳
細
さ
に
お
い
て
、
特
に
異
例
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を

要
す
る
に
、

▼
昭 

和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
冬
…
…
書
陵
部
・
地
理
の
部
に
発

見
。

▼
昭 

和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
一
一
月
…
…
書
陵
部
よ
り
借
覧
、

人
に
書
写
を
委
嘱
。

▼
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）

 

７
月
29
日
～
８
月
９
日
…
…
一
読
後
、
巻
一
を
校
訂
。

▼
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）

 

５
月
９
日
～
10
日
…
…
巻
二
を
校
訂
。

 

５
月
13
日
～
15
日
…
…
巻
三
を
校
訂
。

 

５
月
15
日
～
16
日
…
…
巻
四
を
校
訂
。

 

８
月
10
日
…
…
…
…
…
巻
五
読
了
。

 

８
月
19
日
…
…
…
…
…
巻
五
を
校
訂
。

と
い
う
作
業
の
進
行
状
況
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、「
興
味
が
尽
き
な

か
つ
た
」
と
い
う
集
中
ぶ
り
と
「
驚
喜
」
し
た
感
動
が
読
み
取
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
山
岸
文
庫
本
三
冊
の
う
ち
、
上
冊
巻
一
の
冒
頭
部
分
を

〔
写
真
７
〕
～
〔
写
真
10
〕
で
御
覧
い
た
だ
こ
う
。

〔
写
真
７
〕
左
側
の
丁
は
、
例
に
よ
っ
て
題
簽
を
写
し
と
っ
た
も

の
で
、
書
陵
部
本
の
影
印
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
書
体
・
字
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【写真９】山岸文庫蔵『とはずがたり』上冊・1ウ～２オ②

【写真 10】山岸文庫蔵『とはずがたり』上冊・２ウ～３オ
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母
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
見

開
き
は
、本
来
で
あ
れ
ば
他
の
用
途
は
な
い
は
ず
で
は
あ
る
の
だ
が
、

本
日
記
の
主
要
人
物
で
あ
る
後
深
草
院
・
亀
山
院
の
系
譜
、
年
号
が

備
忘
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
次
の
丁
、〔
写
真
８
〕
の
扉
裏
（
本
来
は
遊
紙
ウ
ラ
）
に
は
、

村
上
源
氏
・
久
我
家
の
系
図
（『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
か
）
が
墨
書

さ
れ
、
左
下
隅
に
「
女　
三
条
／
草
枕
（
注
―
『
増
鏡
』）
ニ
ハ
な
に

が
し
大
納
言
／
の
女
云
云
ト
ア
リ
」と
作
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
さ
ら
に
、
そ
の
丁
裏
の
上
部
に
糊
付
け
し
た
薄
紙
を
付
し
、

作
者
の
愛
人
「
雪
の
曙
」
す
な
わ
ち
西
園
寺
実
兼
の
系
譜
が
記
さ
れ

て
い
る
（〔
写
真
９
〕）。
こ
れ
ら
を
使
え
ば
、
そ
の
ま
ま
作
品
の
登

場
人
物
の
概
要
が
つ
か
め
て
し
ま
う
、
と
い
う
体
の
資
料
で
あ
る
。

〔
写
真
10
〕
は
、〔
写
真
８
・
９
〕
に
つ
づ
く
二
丁
ウ
ラ
～
三
オ
モ

テ
の
見
開
き
。
書
陵
部
蔵
本
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
〔
写
真
７
〕

の
題
簽
を
模
し
た
丁
が
な
い
の
で
、
一
丁
ウ
ラ
～
二
丁
オ
モ
テ
に
相

当
す
る
。
一
ウ
の
中
央
上
部
に
糊
付
け
し
た
薄
紙
の
付
箋
が
あ
り
、

三
吉
野
の
た
の
む
の
か
り
も
ひ
た
ふ
る
に
君

が
方
に
ぞ
よ
る
と
な
く
な
る　

伊
勢
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
六
帖

と
山
岸
の
速
筆
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
書
陵
部
本
一
ウ
（
山

岸
現
写
本
二
ウ
）
３
～
４
行
目
、
後
深
草
院
が
陪
膳
の
大
納
言
久
我

雅
忠
に
酒
を
勧
め
て
、「
こ
の
春
よ
り
は
、
た
の
む
の
か
り
も
、
我

か
た
に
よ
」
と
謎
を
か
け
る
箇
所
に
付
し
た
も
の
。『
伊
勢
物
語
』

第
一
〇
段
の
歌
を
引
い
て
、
作
者
・
雅
忠
女
の
献
上
を
う
な
が
し
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
引
歌
の
出
典
の
指
摘
が
付
箋
の
意
図
だ
っ
た
。

と
な
り
の
三
丁
オ
モ
テ
に
は
お
な
じ
よ
う
な
薄
紙
が
貼
付
さ
れ

て
、
右
隅
に
「
昨
日
の
雪
も
」
と
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
後
は

大
き
く
余
白
と
な
っ
て
い
る
。
書
き
さ
し
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
体
で

あ
る
。

そ
の
他
、
全
体
に
わ
た
っ
て
、
朱
墨
で
句
読
が
さ
し
て
あ
り
、
カ

ギ
括
弧
や
傍
点
・
傍
線
が
付
し
て
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
参

考
書
が
皆
無
の
状
態
で
、
ほ
ぼ
独
力
で
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
「
熟

読
」
に
は
げ
ん
で
い
た
山
岸
の
す
が
た
を
垣
間
見
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
冒
頭
の
系
図
類
は
、
そ
れ
を
抄
略
す
る
形
で
、
①
「
と
は
ず
が

た
り
覚
書
」（
著
作
集
三
四
三
頁
）、
②
桂
宮
本
叢
書
「
解
題
」（
著

作
集
三
五
八
頁
）
な
ど
の
論
考
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

頭
書
も
ま
た
、
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
典

拠
の
指
摘
、
関
心
を
ひ
く
用
語
の
抜
き
出
し
、
本
文
校
訂
の
試
行
錯

誤
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
込
み
が
あ
る
。

〔
写
真
10
〕
の
左
、三
丁
オ
モ
テ
の
10
行
目
、雪
の
曙
か
ら
の
歌
「
契

を
き
し
心
の
す
ゑ
の
か
は
ら
ず
は
ひ
と
り
か
た
し
け
夜
は
の
さ
こ
ろ

も
」
に
対
し
て
「
狭
衣
物
語
巻
一
／
い
ろ

く
に
」
と
頭
書
す
る
。
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現
今
の
注
釈
で
は
、『
相
模
集
』
の
「
風
の
音
も
身
に
し
む
ば
か
り

寒
か
ら
で
重
ね
て
ま
し
を
夜
半
の
狭
衣
」
な
ど
を
引
い
た
り
し
て
い

る
が）

（1
（

、
山
岸
は
『
狭
衣
物
語
』
巻
一
、
天
稚
御
子
降
下
事
件
の
直
後
、

変
わ
ら
ぬ
源
氏
の
宮
へ
の
心
を
吐
露
す
る
狭
衣
の
歌
、「
い
ろ

く

に
か
さ
ね
て
は
き
じ
人
し
れ
ず
お
も
ひ
そ
め
て
し
夜
は
の
さ
ご
ろ

も
」（
岩
波
古
典
大
系
、
五
二
頁
）
を
典
拠
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
最
終
行
末
「
三
日
法
皇
の
」
に
対
し
て
「
法
皇　

後
嵯
峨
」

と
記
し
て
い
る
。「
さ
ご
ろ
も
」「
法
皇
」
と
も
に
、
ど
の
注
釈
書
で

も
注
記
が
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
読
解
に
は
欠
か
せ
な
い
と
こ
ろ

で
は
あ
る
の
だ
。
山
岸
に
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
注
釈
書
を
つ
く
る

意
思
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
前
記
の
よ
う
に
、
手
引
き

す
る
参
考
書
が
な
い
中
で
、
写
本
を
読
み
解
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
に

は
、
注
釈
書
作
成
の
過
程
を
ふ
む
よ
う
な
作
業
が
必
要
な
の
だ
。

『
と
は
ず
が
た
り
』
と
い
う
作
品
に
ふ
れ
て
、「
こ
れ
は
、
国
文
学

の
珍
貴
な
文
献
だ
」
と
「
驚
喜
」
し
た
に
せ
よ
、
昭
和
二
五
年
の
桂

宮
本
叢
書
刊
行
の
段
階
で
よ
う
や
く
陽
の
目
を
見
た
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
昭
和
一
五
、六
年
と
い
う
時
代
相
、
当
時
の
出
版
情
勢
な
ど

を
勘
案
す
れ
ば
、
当
面
は
注
釈
書
を
制
作
す
る
ア
テ
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
現
写
本
は
、
あ
く
ま
で
も
山
岸
個
人
の
勉
強

の
た
め
の
素
材
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
研
究
の
た
め
の
ノ
ー
ト
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

五　

ひ
と
ま
ず
の
と
じ
め
に

山
岸
文
庫
に
は
、数
多
く
の
現
写
本
を
蔵
す
る
。『
と
は
ず
が
た
り
』

の
場
合
は
、
天
下
の
孤
本
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
文
学
史
の
一
角
を

担
う
作
品
で
あ
っ
て
や
や
特
殊
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
の
現
写
本

に
も
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
時
代
に
お
け
る
国
文
学
研
究
史
の
裏
面
を
支
え

る
で
あ
ろ
う
、
興
味
深
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。

『
堤
中
納
言
物
語
評
解
』『
堤
中
納
言
物
語
全
註
解
』『
角
川
文
庫
・

堤
中
納
言
物
語
』
な
ど
山
岸
の
著
作
の
原
素
材
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う

当
該
物
語
の
現
写
本
、『
と
は
ず
が
た
り
』
発
見
の
際
に
引
き
合
い

に
出
さ
れ
た
『
蜻
蛉
日
記
』
諸
伝
本
の
現
写
本
な
ど
、
興
味
が
尽
き

な
い
。
順
次
紹
介
し
て
ゆ
く
機
を
得
た
い
と
思
う
。

次
に
、
山
岸
文
庫
本
『
と
は
ず
が
た
り
』
下
冊
の
奥
、
巻
五
末
の

識
語
（
本
稿
二
五
〇
頁
上
段
参
照
）
の
写
真
を
あ
げ
て
、
本
稿
の
と

じ
め
と
し
た
い
。
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注（
１
） 

東
京
大
空
襲
戦
災
誌
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌
』

第
三
巻
「
軍
・
政
府
（
日
米
）
公
式
記
録
集
」（
東
京
空
襲
を
記

録
す
る
会
、
一
九
七
三
年
一
一
月
刊
）、
同
四
巻
「
報
道
・
著
作
記

録
集
」（
同
上
）。

（
２
） 

紫
式
部
学
会
編
『
源
氏
学
の
巨
匠
た
ち

―
列
伝
体
研
究
史
』（
武

蔵
野
書
院
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
刊
）
所
収
。

（
３
） 『
桃
園
文
庫
目
録　

上
巻
』（
東
海
大
学
付
属
図
書
館
、
一
九
八
六

年
三
月
刊
）、
六
五
頁
。

（
４
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
・
第
四
三
巻
『
源
家
長
日
記　

い
は
で
し
の

ぶ　

撰
集
抄
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
一
二
月
刊
）、
三
角

洋
一
「
解
題
」
参
照
。

（
５
） 

市
古
貞
次
・
三
角
洋
一
編
『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
・
第
二
巻
』（
笠

間
書
院
、
一
九
八
九
年
七
月
刊
）
に
よ
る
。
一
六
一
～
一
六
二
頁
。

以
下
、『
物
語
集
成
』
ま
た
は
『
集
成
』
と
略
称
す
る
。

（
６
） 稿
者
が
静
岡
大
学
教
育
学
部
に
勤
務
し
た
時
の
同
僚
・
平
形
精
一

（
精
逸
）
教
授
（
現
常
葉
大
学
教
授
）
の
教
示
に
よ
る
。

（
７
） 山
岸
徳
平
著
作
集
Ⅲ
『
物
語
随
筆
文
学
研
究
』（
有
精
堂
、

一
九
七
二
年
二
月
刊
）。

（
８
） 田
中
登
「『
と
は
ず
が
た
り
』
の
新
出
古
写
断
簡
」（『
汲
古
』
第

四
三
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。

（
９
） 山
岸
徳
平
、
前
掲
②
稿
、
桂
宮
本
叢
書
解
題
。
著
作
集
「「
と
は

ず
が
た
り
」
に
就
い
て
」、
三
六
九
頁
。

（
10
） 久
保
田
淳
校
注
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
建
礼
門
院
右
京
大

夫
集
・
と
は
ず
が
た
り
』（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
一
二
月
刊
）、

一
九
七
頁
。

（
よ
こ
い　

た
か
し
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）

【写真 11】�山岸文庫蔵『とはずがたり』
下冊の奥・巻５識語


